
 

 

 

                            

古代史シリーズ１ 

「日本の古代文化とその伝道者」 

著者：情報戦略モデル研究所 

井上 正和 

  

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の

で
す
。 

日
本
の
文
化
は
縄
文
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く

積
み
重
ね
の
文
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
に
も

通
じ
る
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
国

風
文
化
を
知
っ
て
古
代
を
学
ぶ
こ
と
で
日
本
の

文
化
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。 

十
数
年
前
に
大
学
で
の
講
義
の
た
め
に
記
紀

を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
時
の
素
人
の
観
点
で
古

代
史
の
素
人
の
方
向
け
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た 
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は
じ
め
に 

本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の
で
す
。 

 筆
者
は
、
以
前IT

メ
ー
カ
ー
のSE

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
専
門
で
し
た
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
大
学
で
の
講
義
を
き
っ
か
け
に
古
代
の
文

化
や
歴
史
に
興
味
が
湧
き
、
古
代
史
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
講
義
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

元
々
、
素
人
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
訳
で
す
か
ら
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
（以
降
は「
記
紀
」と
い
う
）が
読
め
な
か

っ
た
り
、
古
代
史
は
良
く
分
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
初
心
者
の
方
々
が
持
た
れ
る
感
覚
が
同
様
に
疑
問
に
な
り
ま
し
た
。 

当
該
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
が
以
外
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
素
人
の
視
点
で
不
明
点
を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
体
系
化
さ
れ
て
い
て
分
か
り
易
い
と
お
褒
め
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
元SE

と
し
て
シ
ス
テ
ム
設
計
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

体
系
化
す
る
こ
と
が
性
癖
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

日
本
の
文
化
は
縄
文
時
代
（一
万
五
千
年
前
）か
ら
現
代
ま
で
の
積
み
重
ね
で
築
か
れ
て
い
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
い
ま
す
と

そ
の
文
化
が
何
か
も
意
識
し
な
い
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
１ 

「
日
本
の
古
代
文
化
と
そ
の
伝
道
者
」で
は
、
現
代
に
色
濃
く
表
れ
て
い
る
平
安
か
ら
江
戸
時
代
の
文
化
、
そ
し
て

そ
の
文
化
を
形
作
っ
た
奈
良
時
代
ま
で
の
古
代
の
歴
史
と
施
政
を
全
体
俯
瞰
し
て
、
古
代
史
の
基
礎
知
識
を
習
得
し
ま
す
。 

本
書
は
、
記
紀
を
読
み
解
く
た
め
に
、
参
考
図
書
を
主
体
的
に
活
用
し
記
紀
で
裏
付
け
を
す
る
形
で
進
み
ま
す
。
図
柄
は
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
か
ら

か
な
り
引
用
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
ま
し
た
主
要
参
考
図
書
は
次
の
通
り
で
す
。 

＋
「
古
事
記
」
竹
田
恒
泰
（
学
研
）
、
「
日
本
書
紀
」
宇
治
谷
孟
（
講
談
社
） 

＋
「1

7

歳
の
た
め
の 

世
界
と
日
本
の
見
方
」 

松
岡
正
剛
著 

春
秋
社 

＋
「
日
本
の
歴
史 

本
当
は
何
が
す
ご
い
の
か
」 

田
中
英
道
著 

扶
桑
者 

＋
「
詳
説 

日
本
史
図
録 

第
七
版
」 

山
川
出
版
社 

な
ど 

 

本
冊
子
の
古
代
史
シ
リ
ー
ズ
１ 

「
日
本
の
古
代
文
化
と
そ
の
伝
道
者
」
の
全
体
構
成
は
次
の
目
次
に
あ
げ
て
置
き
ま
す
。 

 



 

3 

 

◎ 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
１ 

「
日
本
の
古
代
文
化
と
そ
の
伝
道
者
」の
目
次 

◎ 

第
一
章 

「
歴
史
の
伝
道
師
と
精
神
文
化
」  ........................................................... 

４ 
日
本
文
化
の
伝
道
師
と
歴
史
の
捉
え
方
の
視
点
を
知
り
、
現
在
の
精
神
文
化
の
基
礎
に
あ
る 

国
風
文
化
と
し
て
の
平
安
文
化
を
探
り
ま
す
。 

 第
二
章 

「
鎌
倉
か
ら
江
戸
時
代
の
日
本
文
化
」  ................................................. 

２
６ 

日
本
文
化
の
伝
道
師
と
そ
の
変
遷
か
ら
古
代
の
位
置
づ
け
を
抑
え
、
現
在
の
精
神
文
化
へと 

成
長
さ
せ
た
鎌
倉
時
代
か
ら
庶
民
文
化
の
江
戸
時
代
ま
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。 

 第
三
章 

「
日
本
の
古
代
（倭
）
の
文
化
」  ............................................................ 

４
８ 

古
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
移
住
か
ら
縄
文
・弥
生
文
化
の
成
立
ち
の
出
来
事
を
抑
え
、
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を 

探
っ
て
い
き
ま
す
。  

 第
四
章 

「
古
代
（倭
）か
ら
大
和
へ」 .................................................................. 

６
３ 

日
本
文
化
の
基
礎
作
り
を
し
た
古
代
大
和
朝
廷
（纏
向
遺
跡
）、
倭
（
ヤ
マ
ト
）か
ら
日
本
に
生
ま
れ 

変
わ
っ
て
い
く
大
和
朝
廷
の
誕
生
を
探
索
し
ま
す
。 

 第
五
章 

「
飛
鳥
・白
鳳
・天
平
文
化
」 ................................................................ 

８
１ 

平
安
時
代
に
繫
が
れ
て
い
く
日
本
文
化
の
礎
を
作
っ
た
飛
鳥
・白
鳳
・天
平
文
化
と
天
皇
の
施
政 

の
関
係
性
を
捉
え
ま
す
。 

お
わ
り
に .................................................................................................... 

９
３ 
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◆ 

第
一
章 

「
歴
史
の
伝
道
師
と
精
神
文
化
」の
目
次 

第
一
話 

人
間
と
文
化
の
関
係
を
掴
む 

 ................................................................... 

５ 
文
明
と
文
化
の
違
い 

 

語
り
部
と
聞
き
手
の
関
係 

 

プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
・
文
化
距
離
感
覚 

 

人
間
文
化
の
ス
タ
ー
ト 

 

文
化
は
感
情
の
発
散
を
統
制
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た 

 第
二
話 

語
り
部
の
伝
え
る
物
語
に
は
母
系
が
あ
る 

 ........................................... 

１
２ 

英
雄
伝
説
の
母
系 

 

一
神
教
と
多
神
教
は
自
然
環
境
か
ら 

 

第
三
話 

理
性
脳
は
哲
学
を
生
み
出
し
た 

 ........................................................... 

１
５ 

ギ
リ
シ
ャ
哲
学 

 

東
洋
の
哲
学 
 

 第
四
話 

平
安
時
代
の
文
化
と
伝
道
師 ................................................................. 

１
７ 

平
安
文
化
の
背
景 

 

平
安
文
化
の
特
徴 

 

 

コ
ラ
ム
：
仏
陀
の
悟
り 

 ........................................................................................ 

２
５ 
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第
一
話 

人
間
と
文
化
の
関
係
を
掴
む 

 

第
一
話
は
、
松
岡
正
剛
氏
の「
世
界
と
日
本
の
見
方
」と
田
中
英
道
氏
の「
日
本
の
歴
史
本
当
は
何
が
す
ご
い
の
か
」を
基
本
に
話

を
構
成
し
進
め
て
い
る
。
最
初
の「
文
化
」と「
文
明
」の
テ
ー
マ
の
定
義
は
両
氏
で
は
な
く
、
梅
棹
忠
夫
氏
の「
情
報
の
文
明
学 

中
公

文
庫
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。 

日
本
の
代
表
的
な
文
化
人
類
学
者
で
あ
っ
た
梅
棹
忠
夫
氏
注

は「
文
化
と
文
明
」
を
定
義
さ
れ
た
。「
情
報
の
文
明
学 

中
公
文
庫
」

の
中
で
、「
文
化
は
文
明
の
も
と
に
作
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
。
」と
述
べ
ら
れ
、「
文
明
」と「
文
化
」を
定
義
し
て
い
る
。 

 

（
注
）
梅
棹 

忠
夫
の
略
歴
は
、
日
本
の
生
態
学
者
、
民
族
学
者
、
情
報
学
者
、
未
来
学
者
。
国
立
民
族
学
博
物
館 

名
誉
教
授
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
理
学
博
士
。 

従
三
位
勲
一
等
瑞
宝
章
。
日
本
中
東
学
会
初
代
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。 

◆
文
明
と
文
化
の
違
い 

文
明
と
は
、「
人
間
を
取
り
巻
く
装
置
系
と
制
度
系
そ
し
て
人
間
が
作
る
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
足
し
算
の
生
活
文
化
で
あ
る
。
」と
梅

棹
氏
は
定
義
し
て
い
る
。 

「
文
明
は
文
化
を
生
み
出
す
た
め
の
装
置
系
と
制
度
系
」と
は
、
鉄
道
、
電
気
設
備
、
自
動
車
、
ス
マ
ホ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
を
装
置
系
と
捉
え
、
法
律
、
業
務
規
程
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
規
制
、
国
会
な
ど
は
制
度
系
と
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
生
活
す
る
上
で
の
枠
組
み
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
文
明
は
何
か
文
明
の
基
礎
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
と
、
そ
れ
に
追
加
の
機

能
を
加
え
て
さ
ら
に
高
度
な
イ
ン
フ
ラ
へと
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

た
と
え
ば
、
電
話
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ト
が
開
発
さ
れ
て
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へと
発
展
し
た
。
か
っ
て
の
大
砲
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
、
大

陸
間
弾
道
弾
、
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へと
発
展
し
て
い
る
。
文
明
は
将
に
ど
ん
ど
ん
追
加
さ
れ
発
展
す
る「
足
し
算
の
文

化
」
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。 

一
方
、
文
化
は
、「
精
神
面
に
お
け
る
価
値
体
系
と
し
て
現
れ
る
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
、
文
化
の
問
題
は
す
べ
て
文
明
の
問
題

か
ら
派
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
引
き
算
の
生
活
文
化
で
あ
る
。
」と
定
義
し
て
い
る
。 
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リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
日
本
語
で
は「
反
射
」で
あ
る
。
文
化
を
精
神
的
な
価
値
を
映
し
出
し
た
も
の
と
捉
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。 日

本
の
代
表
的
文
化
に「
茶
道
」、「
華
道
」、「
料
理
」を
例
に
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

茶
道
は
、
千
利
休
が
客
と
し
て
訪
れ
た
友
に
茶
を
喫
し
て
退
出
す
る
ま
で
の
全
て
を「
一
期
一
会
」の
充
実
し
た
時
間
と
す
る「
も
て

な
し
の
空
間
」に
作
り
上
げ
た
。 

お
茶
を
飲
む
こ
と
を
一
期
一
会
で
心
を
通
わ
せ
る
精
神
文
化
に
高
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

華
道
は
、
お
も
て
な
し
と
心
の
ゆ
と
り
の
た
め
の「
生
け
花
」と
い
う
自
然
を
屋
内
に
取
り
込
み
楽
し
む
文
化
を
、「
自
ら
の
美
し
い

心
と
繋
が
り
、
心
を
磨
き
高
め
る
道
（ど
う
）の
文
化
」に
高
め
て
い
る
。 

料
理
は
、
人
が
生
き
る
た
め
に
食
べ
る
、
食
事
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
懐
石
料
理
の
よ
う
に
目
で
楽
し
み
食
す
る
と
い
う
よ
う
な
満

腹
感
の
み
で
は
な
い
精
神
的
満
足
を
作
り
出
し
て
い
る
。 

「
茶
道
」
、「
華
道
」
、「
料
理
」で
は
、
素
材
、
陶
器
や
容
器
、
作
法
が
文
明
で
、
作
法
の
熟
達
・
改
善
に
よ
る
精
神
的
価
値
観
を
作
り

出
す
文
化
に
仕
立
て
た
こ
と
で
あ
る
。 

こ
れ
は
精
神
的
価
値
を
高
め
る
モ
ノ
を
求
め
て
絞
り
込
ん
で
い
く「
引
き
算
の
生
活
文
化
」と
言
え
る
。 

さ
て
、
文
化
と
文
明
の
違
い
を
み
て
き
た
が
、
こ
の
文
化
は
世
界
の
国
々
で
み
る
と
全
く
異
な
っ
た
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。 

こ
の
異
な
る
文
化
は
如
何
に
し
て
作
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

こ
の
問
い
に
応
え
る
に
は
、
人
間
の
特
性
を
踏
ま
え
て
そ
の
要
因
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

 ◆
語
り
部
と
聞
き
手
の
関
係 

一
つ
は
、
文
化
を
伝
え
る
語
り
部
（伝
え
手
）と
受
け
手
（聞
き
手
）の
関
係
が
あ
る
。
人
は
同
じ
こ
と
を
聞
い
て
も
利
き
手
の
理
解

度
に
よ
っ
て
解
釈
が
変
わ
る
し
、
伝
え
手
が
如
何
に
伝
え
た
か
に
よ
っ
て
も
聞
き
手
の
解
釈
が
変
わ
る
。 
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た
と
え
ば
、
伝
え
手
が「
こ
こ
で
は
き
も
の
を
ぬ
い
で
く
だ
さ
い
。
」と
言
っ
た
と
す
る
。 

聞
き
手
に
は「
此
処
で
、
履
物
を
脱
い
で
く
だ
さ
い
。
」と
解
釈
す
る
人
と
、「
此
処
で
は
、
着
物
を
脱
い
で
く
だ
さ
い
。
」と
聞
く
人
の

二
通
り
の
解
釈
が
出
て
く
る
。
情
報
を
区
分
し
て
聞
き
取
っ
て
い
く 

「
情
報
の
区
分
力
」が
聞
き
手
で
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
一
方
、
語
り
部
も
価
値
観
に
よ
っ
て
伝
え
る
内
容
を
編
集
し
て
伝
え
る
。
た
と
え
ば
、
覇
権
争
い
を
征
し
た
王
が
後
世
に
そ
の
伝

記
を
残
そ
う
と
し
て
語
り
部
と
な
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
王
は「
如
何
に
正
義
を
貫
き
、
国
を
統
一
し
、
善
政
を
施
し
て
き
た
か
」は

伝
え
よ
う
と
す
る
が
、
都
合
の
悪
い
こ
と
は
書
か
な
い
よ
う
に
伝
え
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
語
り
部
が
編
集
し
て
そ
の
内
容
を
伝

え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

作
ら
れ
て
き
た
文
化
の
伝
承
も
同
様
な
関
係
に
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
族
や
そ
れ
ぞ
れ
国
で
異
な
っ
た
文
化
が
出
来
上
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

ま
た
、
距
離
が
離
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
文
化
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
何
故
な
の
か
？
こ
れ
を
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
（文
化
距
離
感

覚
）
と
言
う
。 

 ◆
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
・文
化
距
離
感
覚 

二
つ
目
は
、
距
離
が
離
れ
る
と
文
化
が
変
わ
る
。
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
（
文
化
距
離
感
覚
）
に
よ
る
文
化
解
釈
の
違
い
が
あ
る
。
距
離

が
離
れ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
認
識
も
変
わ
り
文
化
も
変
わ
る
と
い
う
。
遠
く
か
ら
見
て
い
た
時
は
美
人
に
見
え
た
ん
だ
が
、
近

く
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
、
・
・
・
。
と
い
う
の
は
良
く
あ
る
。
つ
ま
り
、
距
離
が
離
れ
る
と
見
え
方
・
会
社
の
仕
方
が
変
わ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
異
な
る
言
語
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族

が
遺
伝
子
と
し
て
組
み
込
ん
で
き
た
感
覚
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、 

 

秋
に
欧
米
で
窓
を
開
け
て
会
議
を
行
っ
て
い
る
と
、
日
本
人
に
は
虫
の
声
が
う
る
さ
い
ほ
ど
に
聞
こ
え
る
。
そ
の
こ
と
を
同
席
し
て

い
る
欧
米
人
に「
虫
の
声
が
う
る
さ
い
ね
。
」
と
言
う
と
、「
ど
こ
に
？
」と
怪
訝
な
顔
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
よ
く
聞
く
話
で
あ
る
。

日
本
人
は
和
歌
や
俳
句
に
も
歌
わ
れ
る
よ
う
に
重
要
な
音
と
捉
え
て
い
る
の
で
聞
こ
え
る
が
、
欧
米
人
に
は
そ
ん
な
文
化
は
な
い

の
で
、
虫
の
音
は
雑
音
の
部
類
で
音
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
。
そ
ん
な
遺
伝
子
や
脳
内
回
路
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
。 



 

8 

 

 

こ
の
類
の
例
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
誰
か
に
こ
っ
ち
に
お
い
で
と
右
手
を
上
下
に
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ

で
同
じ
動
作
を
す
る
と
、
跳
ね
上
げ
る
手
の
動
き
を
見
る
の
で「
あ
っ
ち
へ
行
け
」、「
出
て
行
け
」と
い
う
意
味
に
な
る
。 

 
ま
た
、
私
た
ち
が
手
で
数
を
数
え
る
と
き
は
、
広
げ
た
指
を
親
指
か
ら
閉
じ
て
い
っ
て「
い
ち
、
に
、
さ
ん
、
し
」と
教
え
ま
す
が
、
ア

メ
リ
カ
で
は
逆
に
最
初
に
全
部
の
指
を
折
っ
て
親
指
か
ら
順
に
広
げ
な
が
ら「
ワ
ン
、
ツ
、
ス
リ
ー
」と
教
え
る
。 

 

国
に
よ
る
文
化
認
識
の
違
い
を
み
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
国
の
中
で
捉
え
て
も
多
く
の
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
が
あ
る
。「
ラ
ー
メ
ン
」を

例
に
と
ろ
う
。
ラ
ー
メ
ン
は
も
と
も
と
中
華
そ
ば
で
あ
る
が
、
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
日
本
産
に
変
わ
っ
た
。
国
内
で
見
て
も
、
と

ん
こ
つ
・
細
麺
の
博
多
ラ
ー
メ
ン
、
醤
油
・中
麺
の
東
京
ラ
ー
メ
ン
、
こ
っ
て
り
・ス
ー
プ
縮
れ
麺
の
札
幌
ラ
ー
メ
ン
な
ど
を
み
る
と
一

目
瞭
然
で
あ
る
。 

 

人
間
だ
け
が
持
つ
文
化
を
作
る
能
力
に
は
プ
ロ
ク
セ
ミ
ク
ス
に
よ
る
遺
伝
子
の
特
性
が
組
み
込
ま
れ
て
い
て
文
化
が
作
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。  

 ◆
人
間
文
化
の
ス
タ
ー
ト 

三
つ
目
は
、
文
化
を
作
り
上
げ
て
い
く
人
間
、
そ
れ
は
他
の
動
物
と
異
な
り
文
化
を
作
り
上
げ
る
特
性
を
備
え
て
生
ま
れ
て
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
の
動
物
と
異
な
る
特
性
と
し
て「
二
足
歩
行
」、「
手
を
使
え
る
」
、「
並
行
視
・パ
ラ
ラ
ッ
ク
ス
」が
あ

る
。
そ
し
て
、「
ネ
オ
ニ
テ
ィ
（
幼
形
成
熟
）」と「
後
天
的
な
刷
り
込
み
（イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
）
」が
あ
る
。 

人
は
二
足
歩
行
を
行
う
こ
と
で
他
の
動
物
と
は
異
な
り
文
化
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
他
の
動
物
の
よ
う
に
四
つ
足
で

歩
く
と
思
考
が
で
き
な
い
こ
と
を
試
行
し
て
み
る
と
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
二
足
歩
行
を
す
る
こ
と
で
、
手
が
使
え
る
よ
う

に
な
り
、
並
行
視
（パ
ラ
ラ
ッ
ク
ス
）が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

手
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
指
を
折
っ
て
数
を
数
え
る
と
い
っ
た「
数
」の
概
念
を
人
間
は
獲
得
し
、
道
具
を
使
い
、
縦
横
の

線
を
使
っ
て
図
や
文
字
が
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
横
の
線
書
き
は
人
間
に
最
も
近
い
と
い
わ
れ
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
鉛
筆
を
持

た
せ
る
と
縦
線
は
書
け
る
が
横
線
は
書
け
な
い
し
、
人
間
の
幼
児
も
苦
手
で
あ
る
。
こ
れ
は
サ
ル
だ
っ
た
こ
ろ
の
プ
ラ
キ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
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す
な
わ
ち
、
二
本
の
腕
を
つ
か
っ
て
木
の
枝
に
ぶ
ら
下
が
り
な
が
ら
渡
っ
て
い
く
と
き
の
前
後
に
手
を
動
か
す
記
憶
が
残
っ
て
い
る
の

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
腕
を
横
に
動
か
し
た
り
降
っ
た
り
す
る
動
作
は
ヒ
ト
が
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
、
そ
の
文
化
の
中
で
学
習

し
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
二
足
歩
行
を
始
め
た
こ
と
で
、
目
の
位
置
が
顔
の
正
面
だ
が
、
若
干
離
れ
て
い
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
遠
く

の
木
を
見
た
り
、
素
早
く
焦
点
を
変
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
人
間
の
視
野
角
度
は
二
百
度
程
な
の
で
、
正
面
を
向
い
て
い
て

も
ぼ
ん
や
り
と
正
面
以
外
も
見
え
、
並
行
し
て
視
え
て
判
断
し
行
動
し
で
き
る
。
一
般
の
動
物
は
目
が
横
に
付
い
た
り
、
正
面
で
も

真
ん
中
に
寄
っ
て
い
る
た
め
、
遠
く
を
見
て
素
早
く
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、 

 

二
足
歩
行
は
言
葉
を
生
ん
だ
。
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
で
、
四
つ
足
の
時
は
見
え
て
い
た
メ
ス
の
発
情
期
が
見
え
な
く
な
り
、
相
手
への

伝
達
手
段
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
動
物
で
あ
る
以
上
、
種
の
保
存
は
最
重
要
事
項
で
あ
り
、
相
手
に
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
た

め
に
言
葉
が
生
ま
れ
て
き
た
と
松
岡
正
剛
氏
は
分
析
す
る
。 

さ
ら
に
、
人
間
は
、
ネ
オ
ニ
テ
ィ
と
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
特
性
を
備
え
て
い
る
。 

人
間
以
外
の
動
物
は
、
誕
生
す
る
と
同
時
に
立
ち
上
が
り
、
歩
い
た
り
走
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
な
い
と
弱
肉
強
食

の
世
界
で
は
即
、
死
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
は
出
生
時
は
何
も
で
き
な
い
。
未
成
熟
で
生
ま
れ
て
き

て
い
る
の
で
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
ま
で
一
年
、
言
葉
を
使
っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
三
年
か
か
る
。 

 

三
歳
が
一
つ
の
節
目
で
、
三
歳
ご
ろ
で
話
せ
る
よ
う
に
な
る
が
、
大
人
に
な
っ
て
三
歳
ま
で
の
事
を
思
い
出
そ
う
と
し
て
も
そ
の
記

憶
は
思
い
出
せ
な
い
。
そ
れ
は
記
憶
が
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
記
憶
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
自
己
が
無
い
と
い
う
こ
と
と
同
じ

で
あ
る
。
自
己
と
は
他
者
を
認
識
す
る
こ
と
で
出
来
て
い
く
。
記
憶
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
記
憶
回
路
や
自
己
表
現
の
回
路
が
出

来
て
い
な
い
た
め
に
自
己
認
識
が
出
来
て
い
な
い
か
ら
と
想
定
で
き
る
。
三
歳
頃
に
な
っ
て
、
突
然
友
達
の
事
や
身
の
回
り
の
出
来

事
を
話
し
出
す
こ
と
か
ら
自
己
回
路
や
物
語
回
路
が
そ
の
頃
に
出
来
る
こ
と
を
顕
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
三
歳
か
ら
の
人
間
は
後
天
的
な
刷
り
込
み
（イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
）
で
成
長
す
る
よ
う
に
造
ら
れ
、
そ
れ
は
死
ぬ
ま
で

永
遠
に
続
く
の
で
あ
る
。
何
歳
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
方
々
は
行
動
的
で
あ
り
、

勉
強
家
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
は
そ
の
活
動
環
境
に
あ
る
他
人
や
他
者
を
介
し
て
、
学
び
、
思
考
を
し
て
い
つ
ま
で
も
成
長
す
る
よ

う
に
造
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 
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◆
文
化
は
感
情
の
発
散
を
統
制
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た 

人
間
の
脳
は
三
種
の
性
格
を
持
っ
た
脳
、「
ワ
ニ
の
脳
」、「
ね
ず
み
の
脳
」、「
理
性
の
脳
」で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

＋
ワ
ニ
の
脳
と
は
、
原
始
的
動
物
の
ワ
ニ
も
有
す
る
動
物
共
通
の
脳
で
、
生
存
の
た
め
の
基
礎
的
反
射
中
枢 (

血
圧
、
心
拍
、
呼
吸
、

姿
勢
な
ど)
の
反
射
の
機
能
の
み
を
持
つ
。
基
礎
的
反
射
中
枢
の
機
能
な
の
で
反
射
脳
と
も
言
わ
れ
、
大
脳
基
底
核
辺
り
に
あ
る

「
脳
幹
」
を
い
う
。 

＋
ね
ず
み
脳
は
、
人
間
の
脳
で
情
動
の
表
出
、
食
欲
、
性
欲
、
睡
眠
欲
、
意
欲
、
な
ど
の
本
能
、
喜
怒
哀
楽
、
情
緒
、
神
秘
的
な
感

覚
、
睡
眠
や
夢
な
ど
を
司
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
記
憶
や
自
律
神
経
活
動
に
関
与
し
て
い
る
脳
で「
大
脳
辺
縁
系
」
を
い
う
。
ね
ず

み
の
よ
う
な
ず
る
賢
い
行
動
が
で
き
る
動
物
に
存
在
す
る
脳
で
あ
る
。 

 
 

＋
理
性
脳
と
は
、
ワ
ニ
の
脳
や
ネ
ズ
ミ
脳
が
発
達
す
る
と
攻
撃
や
争
い
の
絶
え
な
い
世
界
に
な
っ
て
い
く
が
、
為
政
者
は
こ
の
よ
う
な

本
能
の
暴
走
を
抑
え
る
た
め
の
理
性
脳
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
で
争
い
を
無
く
そ
う
と
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
宗
教
、
舞
踊
、
哲

学
、
建
築
、
文
芸
な
ど
の
文
化
を
発
生
さ
せ
、
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

文
化
の
始
ま
り
は「
神
への
畏
れ
」か
ら
、「
神
を
作
り
宗
教
」へと
発
展
し
た
と
こ
ろ
が
始
点
に
な
っ
た
。 
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 参考図：ワニの脳と大脳辺縁系
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 第
二
話 

語
り
部
の
伝
え
る
物
語
に
は
母
系
が
あ
る 

 
文
化
は「
神
へ
の
畏
れ
」を
表
す
宗
教
が
始
点
に
な
っ
た
が
、
語
り
部
の
存
在
に
よ
り
い
ろ
ん
な
発
展
を
遂
げ
る
。 

文
書
も
な
い
時
代
に
如
何
に
し
て
語
り
部
は
神
の
物
語
を
継
承
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

 

◆
英
雄
伝
説
の
母
系 

 

故
金
田
一
京
助
博
士
が
ア
イ
ヌ
調
査
で
、
ア
イ
ヌ
は
数
千
行
も
の
叙
事
詩
、
ア
イ
ヌ
で
は「
ゆ
ー
か
ら
」
と
い
う
詩
を
一
挙
に
語
っ
て
く

れ
た
と
驚
嘆
さ
れ
て
い
る
。
語
り
部
は
歴
史
を
伝
承
す
る
た
め
の
記
憶
の
自
己
回
路
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
神
話
学
者
の
ジ
ョ
セ
フ
キ
ャ
ン
ベ
ル
は「
そ
れ
は
英
雄
伝
説
」
と
い
う
記
憶
回
路
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

英
雄
伝
説
と
は
、
人
は
負
け
る
こ
と
よ
り
勝
つ
こ
と
を
喜
ぶ
。
ま
た
、
厭
な
こ
と
よ
り
楽
し
い
こ
と
が
好
き
で
あ
る
。
英
雄
と
い
う
の
は
、 

負
け
た
こ
と
が
な
い
か
ら
英
雄
に
な
る
。
そ
し
て
、
英
雄
は
出
身
の
地
や
部
族
に
ハ
ッ
ピ
ー
・幸
福
を
も
た
ら
す
こ
と
で
神
に
な
る
。 

 

英
雄
の
物
語
は
、「
セ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
（出
発
）
」、「
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（冒
険
）」、
そ
し
て「
リ
タ
ー
ン
（帰
還
）」
で
構
成
さ
れ
る
リ
ズ
ム
に

あ
る
。
英
雄
は
常
に
勝
利
し
郷
里
に
錦
を
か
ざ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
話
の
回
路
は
人
に
心
地
よ
さ
を
与
え
る
の
で
記
憶
に
残
っ
て
い
く
。

そ
の
証
拠
に
、
こ
の
話
の
回
路
で
作
っ
た
映
画
は
必
ず
成
功
し
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
、
シ
ン
デ
レ
ラ
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。
確
か
に
、
人
気
映
画
・
ド
ラ
マ
で
あ
る「
男
は
つ
ら
い
よ
」、
橋
田
寿
賀
子
が
書
い
た「
お
し
ん
」
、「
渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り
」な

ど
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。 

 

人
は
こ
の
母
系
に
触
れ
る
と
は
ま
っ
て
し
ま
う
。
人
間
に
は
こ
の
よ
う
な
物
語
回
路
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
と
松
岡
正
剛

氏
は
述
べ
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、
語
り
部
は
こ
の
物
語
の
母
系
で
英
雄
の
話
を
記
憶
し
伝
え
て
い
っ
た
と
い
う
。 

英
雄
は
神
に
な
っ
て
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
神
は
人
の
生
存
環
境
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

◆
一
神
教
と
多
神
教 



 

13 

 

 

人
間
を
統
制
す
る
文
化
は
神
か
ら
発
生
し
た
と
述
べ
て
き
た
が
、
人
の
生
存
環
境
で
神
の
形
態
も
変
わ
っ
て
く
る
。 

世
界
に
は
、
大
ま
か
に
捉
え
て
一
神
教
の
国
と
多
神
教
の
国
が
あ
る
。
こ
の
二
種
の
神
々
は
全
く
異
な
る
性
格
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら

の
神
は
神
を
祀
っ
た
種
族
の
生
存
環
境
に
依
っ
て
い
る
。 

 

一
神
教
で
代
表
的
な
宗
教
に
は
キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
神
の
発
生
地
は
厳
し
い
自
然
環
境
の
砂
漠
で
あ

る
。
一
つ
間
違
え
ば
死
が
待
つ「
生
と
死
の
二
者
択
一
の
世
界
」で
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
い
環
境
で
は
、
逡
巡
は
許
さ
れ
な
い
。
。
そ
う
い

う
中
で
は
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
が
育
ち
、
そ
れ
も
一
人
に
絞
ら
れ
、「
善
」
と「
悪
」の
対
比
に
よ
る
二
分
法
で
物
事
が
即
座
に
判
断
す
る
環

境
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
。 

キ
リ
ス
ト
教
が
興
る
前
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
時
代
に「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」で
は
有
名
な
モ
ー
ゼ
が
い
る
。 

こ
の
物
語
は
エ
ジ
プ
ト
で
養
わ
れ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
王
権
か
ら
の
虐
待
が
始
ま
る
時
期
に
、
モ
ー
ゼ
が
エ
ジ
プ
ト
を
捨
て
て
、
約
束
の
地

「
カ
ナ
ー
ン
」
に
向
か
う
物
語
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
人
に
海
岸
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
間
一
髪
の
と
こ
ろ
で
海
が
割
れ
る
。
渡
り

終
え
る
と
、
海
が
も
と
に
戻
り
追
手
の
エ
ジ
プ
ト
人
は
海
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
と
い
う
有
名
な
場
面
が
あ
る
。 

そ
の
後
、
シ
ナ
イ
半
島
を
さ
ま
よ
い
シ
ナ
イ
山
で
エ
ホ
バ
注

の
神
に
出
合
い「
十
戒
」を
授
け
ら
れ
、
エ
ホ
バ
と
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
間
に「
契
約
」

が
結
ば
れ
た
。
（注
）
崇
拝
し
た
神
。
万
物
の
創
造
主
。 

 

ど
ん
な
契
約
か
と
い
う
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
に「
イ
ス
ラ
エ
ル
」と
い
う
国
を
保
証
す
る
と
い
う「
約
束
の
地
」の
保
証
で
あ
る
。
こ
の
約
束

の
地
は
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
所
在
地
が
時
代
に
よ
っ
て「
カ
ナ
ー
ン
」と
呼
ば
れ
た
り
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
」と
か「
ユ
ダ
ヤ
」
と
か「
パ
レ
ス
チ
ナ
」
と

呼
ば
れ
、
現
在
も
民
族
と
宗
教
を
め
ぐ
る
争
い
の
震
源
地
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
モ
ー
ゼ
神
話
の
後
、
ユ
ダ
ヤ
教
が
キ
リ
ス
ト
教
へと
主
導
権
を
変
え
る
歴
史
替
え
を
イ
エ
ス
の
弟
子
パ
ウ
ロ
が
編
集
す
る
こ
と
に
な

る
。 

ど
ん
な
編
集
か
と
い
う
と
、 

「
イ
エ
ス
は
原
罪
を
負
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
総
て
の
人
々
の
罪
を
贖
（あ
が
な
）う
た
め
に
十
字
架
で
死
ん
だ
。
し
か
も
三
日
目
に
復
活
し

た
。
そ
れ
は
父
な
る
神
が
イ
エ
ス
の
贖
罪
（し
ょ
く
ざ
い
）を
正
し
い
在
り
方
と
し
て
認
め
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
イ
エ
ス
を
信
仰
す
る
こ
と
で
誰

も
が
罪
や
死
や
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
」と
説
い
た
。「
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
で
、
天
国
へ行
け
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
大
変
な
共
感
を

人
々
か
ら
得
た
。 
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一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
を
絶
対
神
と
す
る
と
き
絶
対
悪
と
し
て
の
サ
タ
ー
ン
を
作
る
。
そ
の
悪
魔
の
イ
メ
ー
ジ
を
異
教
徒
が
信
仰
し
て
い
る

偶
像
を
使
っ
て
表
し
た
。
ア
ン
チ
・
キ
リ
ス
ト
は
サ
タ
ー
ン
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
す
。 

 
イ
ス
ラ
ム
教
も
一
神
教
で
す
。
七
世
紀
の
初
め
に
マ
ホ
メ
ッ
ト
が
世
界
で
初
め
て
最
初
か
ら
文
字
を
持
っ
た
宗
教「
コ
ー
ラ
ン
」と
し
て
興

し
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ン
は
そ
の
当
時
の
各
地
の
文
字
を
使
っ
て
使
い
分
け
て
書
い
て
あ
る
の
で
大
い
に
受
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
っ
て
い

き
、
最
初
か
ら
軍
隊
を
持
っ
た
宗
教
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
イ
ス
ラ
ム
世
界
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。 

し
か
し
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
死
後
、
ア
ラ
ブ
人
を
中
心
と
す
る「
ス
ン
ニ
ー
派
」
と
イ
ラ
ン
人
た
ち
が
中
心
の「
シ
ー
ア
派
」に
別
れ
、
深
刻
な
宗

教
民
族
抗
争
が
現
在
も
続
く
。
一
神
教
で
は
、
そ
の
民
族
の
絶
対
神
と
な
る
た
め
他
の
神
を
受
け
入
れ
難
く
な
る
。 

今
も
キ
リ
ス
ト
教
と
他
宗
教
、
キ
リ
ス
ト
教
内
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
よ
う
な
宗
派
の
違
い
で
も
争
い
種
を
作
っ
て
し
ま

う
宿
命
に
あ
る
。 

  

一
方
、
多
神
教
の
神
は
如
何
に
し
て
作
ら
れ
た
の
か
？ 

多
神
教
の
神
は
森
林
の
神
と
言
わ
れ
る
。
森
林
で
は
動
植
物
の
生
き
物
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
。
人
が
生
活
し
て
行
く
た
め
の
恵
み
が
森

が
あ
る
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
る
。
海
も
こ
の
森
林
の
豊
か
さ
で
豊
饒
の
海
と
な
る
。
自
然
が
す
べ
て
恵
み
を
も
た
ら
す
神
と
な
っ
て
い
く
。

す
べ
て
の
も
の
に
精
霊
が
宿
る
と
い
う
こ
と
か
ら
こ
の
信
仰
を
精
霊
信
仰
（ア
ミ
ニ
ズ
ム
）
と
い
う
。
ア
ジ
ア
で
は
日
本
を
含
め
東
南
ア
ジ
ア

や
南
米
に
根
付
い
て
い
る
信
仰
で
あ
る
。 

 

日
本
で
は
、
こ
れ
ら
の
神
を「
八
百
万
（や
お
よ
ろ
ず
）の
神
」と
し
て
敬
っ
た
。
日
本
の
ア
ミ
ニ
ズ
ム
は
世
界
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。 

そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
地
球
儀
で
み
る
と
、
日
本
の
緯
度
が
温
帯
地
域
に
あ
り
、
し
か
も
日
本
は「
温
帯
雨
林
」と
言
わ
れ
る
。
一
方
、
こ
の

緯
度
に
位
置
す
る
他
の
国
々
に
は
豊
か
な
森
は
無
く
、
サ
バ
ン
ナ
や
パ
ン
パ
ー
ス
と
い
っ
た
草
原
か
砂
漠
で
あ
る
。
日
本
は
イ
ン
ド
洋
で
上

っ
た
水
蒸
気
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
当
た
り
雨
雲
を
作
り
、
偏
西
風
に
乗
っ
て
雨
を
降
ら
せ
る
雨
雲
の
通
り
道
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
温

帯
地
域
で
豊
か
な
森
と
世
界
一
魚
種
の
多
い
豊
饒
の
海
に
囲
ま
れ
た
国
に
な
っ
て
い
る
た
め
生
活
に
困
ら
ず
、
戦
い
が
少
な
く
神
々
の

多
い
国
柄
を
作
っ
た
と
言
え
る
。
他
国
か
ら
他
人
が
流
入
し
て
も
十
分
に
生
き
て
い
け
る
食
料
が
確
保
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

ア
ジ
ア
で
は
宗
教
と
し
て
仏
教
が
広
が
り
ま
し
た
。
お
釈
迦
様(

釈
尊)

の
教
え
で
す
。 

釈
尊
の
説
か
れ
た
仏
教
は
、
、「
ど
ん
な
人
で
も
救
わ
れ
る
」と
い
う
教
え
で
す
が
、
弟
子
の
解
釈
で
小
乗
仏
教
と
大
乗
仏
教
に
分
か
れ

る
。
小
乗
仏
教
は
イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ
普
及
し
て
い
き
ま
す
。
修
行
は
出
家
を
前
提
に
し
、
ま
ず
自
分
が
悟
る
こ
と
こ
と
で
人
を

悟
ら
せ
る
と
い
う
教
え
で
す
。
大
乗
仏
教
は
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
日
本
へ伝
わ
っ
て
き
た
教
え
で
、
基
本
の
教
え
は「
自
利
他
利
（じ
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り
た
り
）」。
意
味
は
他
人
に
親
切
に
し
、
他
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
で
自
分
が
幸
せ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
釈
尊
の
教
え
は
こ
の
大

乗
が
基
本
に
あ
り
ま
す
。 

 
日
本
で
は
八
百
万
の
神
が
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
の
重
要
な
神
と
し
て
仏
教
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
一
神
教
で
は
宗
教
問
題

は
民
族
紛
争
の
根
源
に
な
る
が
、
日
本
で
は
聖
徳
太
子
に
よ
る「
神
仏
習
合
」
の
考
え
の
も
と
に
若
干
の
小
競
り
合
い
程
度
で
受
入
れ
ら

れ
た
。
多
神
教
の
お
陰
で
あ
ろ
う
と
思
う
。 

 

宗
教
は
人
間
の
理
性
脳
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
段
と
し
て
為
政
者
は
活
用
し
た
の
だ
が
、
人
間
の
理
性
脳
は
さ
ら
に「
哲
学
」を
生
み

出
し
て
い
く
。
こ
の
哲
学
が
宗
教
に
加
え
て
文
化
の
創
造
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

   

第
三
話 

理
性
脳
は
哲
学
を
生
み
出
し
た 

  

理
性
の
脳
は
、
将
に
人
間
の
脳
と
言
わ
れ
、
合
理
的
で
分
析
的
な
思
考
や
、
言
語
機
能
を
司
る
脳
で
あ
る
。
こ
の
脳
が
哲
学
を
生
ん
で

い
く
。
西
洋
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
生
ん
だ「
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
」、
東
洋
で
は
老
子
や
孔
子
に
代
表
さ
れ
る
老

荘
思
想
、
論
語
、
儒
教
な
ど
の「
東
洋
の
哲
学
」で
あ
る
。 

 

◆
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学 

 
 

「
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
」
で
は
、
人
間
が
普
遍
的
に
共
有
す
る
理
屈
（
ロ
ゴ
ス
）を
考
え
た
。
今
で
言
う「
ロ
ジ
ッ
ク
」
で
す
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ

ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
三
人
が
、
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
る
ロ
ジ
ッ
ク
に
作
り
上
げ
た
こ
と
は
画
期
的
で
す
。
こ
の
三
人
の
関
係
は
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弟
子
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
プ
ラ
ト
ン
の
弟
子
で
す
。 

 

ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
人
間
の
対
話
の
中
か
ら「
知
と
真
理
」が
生
ま
れ
る
と
考
え
、
実
践
を
続
け
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
プ
ラ
ト
ン
と
対
話
し
な

が
ら
パ
ン
テ
ノ
ン
神
殿
の
階
段
を
降
り
て
く
る
絵
画
は
有
名
で
す
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は「
対
話
す
る
こ
と
が
真
理
を
導
く
」と
考
え
、「
問
答

法
」
と
い
う
対
話
手
法
を
発
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
フ
ィ
ロ
・ソ
フ
ィ
ア
（
哲
学
）と
言
い
ま
し
た
。
問
答
法
は
現
在
で
も
ダ
イ
ア
ロ
グ
と
い
う 


